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▲11月20日（日）第23回ふくしま駅伝が
行われ、鏡石町チームは見事町の部６位
入賞を果たしました。写真は、チーム最
年長で23大会、全てに出場中のアンカー
諸橋健司さん（39）
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「
鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に
基

づ
き
、
平
成
22
年
度
の
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
公
表
し
ま

す
。
こ
の
内
容
は
、
11
月
の
町
財
政
公
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
部
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
公
表
は
、
地
方
公

務
員
法
第
58
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
行
政
運
営
に
お
け
る
公
平

性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
町
職
員
の

任
免
や
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
な
ど
の
情
報
を
正
し
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

「
分
限
処
分
」と
は

　

職
員
の
身
分
保
障
を
前
提
と
し

つ
つ
、
職
員
が
そ
の
職
責
を
十
分

に
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

に
、
職
員
の
意
に
反
す
る
不
利
益

な
身
分
上
の
変
動
を
も
た
ら
す
処

分
を
い
う
も
の
で
す
。

「
懲
戒
処
分
」と
は

　

職
員
の
一
定
の
義
務
違
反
に
対

す
る
道
義
的
責
任
を
問
う
こ
と
に

よ
り
、
公
務
に
お
け
る
規
律
と
秩

序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
処
分
を
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
公
平
委
員
会
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
第
７

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
権
限
は
同
法
第

　

次
に
、
②
職
員
の
給
与
、
③
勤

務
時
間
そ
の
他
勤
務
条
件
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
表
３
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
の
状
況（
普
通
会
計
）で

は
、
全
体
で
７
億
７
千
３
９
５
万

円
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
人
件
費

率
は
、
16
・
9
％
と
な
り
、
前
年

比
１
・
１
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
④
職
員
の
分
限
及
び
懲

戒
処
分
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ

の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
用
語
の
定
義
は
次
の
と

お
り
で
す
。

８
条
第
２
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
同
法
第

７
条
第
４
項
で
事
務
を
委
任
し
て

お
り
、昨
年
度
に
お
い
て
、「
勤
務

条
件
に
関
す
る
措
置
要
求
」、「
不

利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
の

状
況
」は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
⑤
職
員
の
服
務
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
公
務
員
は「
全
体

の
奉
仕
者
」と
し
て
公
共
の
利
益

の
た
め
に
勤
務
し
、
職
務
遂
行
に

あ
た
っ
て
は
、
全
力
で
奉
仕
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
服
務
の
基
本
原
則
を
忠
実

に
実
行
す
る
た
め
、「
信
用
失
墜

行
為
の
禁
止
」、「
政
治
行
為
等
の

禁
止
」、「
秘
密
を
守
る
義
務
」、

「
政
治
的
行
為
の
制
限
」、「
争
議

行
為
等
の
禁
止
」な
ど
様
々
な
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
度

に
お
い
て
、
服
務
義
務
違
反
に
よ

り
処
分
さ
れ
た
事
件
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

次
に
、
⑥
職
員
の
研
修
及
び
勤

務
成
績
の
評
定
の
状
況
で
は
、
職

員
研
修
は
、
主
に
ふ
く
し
ま
自
治

研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
各
種

研
修
に
昨
年
度
は
18
名
を
派
遣
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
は
市
町

村
職
員
中
央
研
修
へ
も
２
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
勤
務
成
績
の
評
定
に
つ

い
て
は
、職
員
の
意
欲
、能
力
、
実

績
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
人
事
管

理
と
す
る
た
め
、
人
材
育
成
基
本

方
針
に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
⑦
職
員
の
福
利
及
び
利

益
の
保
護
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
定
期
健
康
診
査
を
全
職
員

対
象
に
実
施
し
、
病
気
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
補
償
に
つ
い
て
は
、

１
名
の
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

員
の
服
務
の
状
況　

⑥
職
員
の
研

修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

⑦
職
員
の
福
利
及
び
利
益
の
保
護

の
状
況　

⑧
そ
の
他
の
状
況

　

ま
ず
、
①
職
員
の
任
免
・
職
員

数
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
は
、

表
１
の
と
お
り
で
、
職
員
総
数
は

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
１
０

０
人（
教
育
長
含
む
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
任
免
の
状
況
は
、

表
２
の
と
お
り
で
、
前
年
比
２
人

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
に
関
す
る
条
例
の
第
３
条
で

は
、
次
の
８
項
目
の
報
告
事
項
を

定
め
て
い
ま
す
。

①
職
員
の
任
免
・
職
員
数　

②
職

員
の
給
与　

③
勤
務
時
間
そ
の
他

勤
務
条
件
の
状
況　

④
職
員
の
分

限
及
び
懲
戒
処
分
の
状
況　

⑤
職

鏡
石
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

人
件
費
率
は
16
・
９
％

服
務
の
状
況
に
つ
い
て

職
員
研
修
・
勤
務
評
定

福
利
厚
生
事
業
に
つ
い
て

区　分 平均年齢 平均給与月額
一般行政職 41.9歳 406,878円
技能労務職 52.0歳 322,457円

教育職（幼稚園） 39.8歳 326,692円

 表３－３　職員の平均給与月額

区　　分 初任給

一般行政職 大学卒 175,100円
高校卒 142,500円

技能労務職 高校卒 137,200円

 表３－４　初任給の状況

区　　分 給料月額等

給
料

町　長 517,200円
副町長 591,300円
教育長 471,200円

報
酬

議　長 148,050円
副議長 121,950円
議　員 112,950円

期
末
手
当

町　長
副町長
教育長

（22年度支給割合）2.90月分

議　長
副議長
議　員

（22年度支給割合）2.90月分

退
職
手
当

町　長
副町長
教育長

（算定方式・支給時期）
517,200×在職月数×0.48（任期ごと）
591,300×在職月数×0.29（任期ごと）
471,200×在職月数×0.20（任期ごと）

 特別職の報酬月額 （平成23年４月１日現在）

（平成23年４月１日現在）

職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当
たり給
与費

Ｂ／Ａ
給　料 職員手

当
期末・
勤勉手

当
計 　Ｂ

人
90

千円
350,329

千円
53,295

千円
124,826

千円
528,450

千円
5,872

（注）	 １　職員手当には、退職手当を含まない。
	 ２　給与費は、当初予算に計上された額である。

 表３－２　職員給与費の状況（一般会計予算）

住民基本台帳
人口

（22年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

人
13,029

千円
4,578,821

千円
773,950

％
16.9

 表３－１　人件費の状況

〔採用者数〕
区　分 大学卒 短大卒 高校卒 計

一般行政職 2人 0人 0人 2人
技能労務職 0人 0人 0人 0人

計 2人 0人 0人 2人
〔退職者数〕

区　分 定年退職 勧奨退職 普通退職 計
一般行政職 0人 0人 0人 0人
技能労務職 0人 0人 0人 0人

計 0人 0人 0人 0人

表２　職員の採用・退職状況

区分
部門

職　員　数 対前年
平成23年 平成22年 増減数

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 2 2
総　務 19 18 1
税　務 7 6 1
農　水 7 7
商　工 1 1
土　木 9 9
民　生 16 16
衛　生 8 8

計 69 67 2
教 育 部 門 18 18

小計 87 85 2

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水 道 部 門 4 4
下水道部門 4 4
その他部門 5 5

小　計 13 13

合　計 100 98 2
［123］ ［123］ ［－］

（注）	 １　職員数は、一般職に属する職員数（教育長含む。）である。
	 ２　［　］内は、条例定数の合計である。

表１　職員の構成（部門別）

区分 内　　　容

期末手当・
勤 勉 手 当

期末手当2.55月分
勤勉手当1.40月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
◦役職加算5 ～ 15％

扶 養 手 当

配偶者13,000円
配偶者以外 6,500円
１人（配偶者なし）11,000円
特定期間（満16歳年度初めから満22歳年度
末）の子の加算5,000円

住 居 手 当

(借家等職員)
家賃月額が20,500円以下
◦月額－9,500円を支給
家賃月額が20,501円以上
◦月額－20,500円÷2+11,000円を支給
(上限額27,000円)

通 勤 手 当

(交通機関利用者)
運賃等相当額が61,000円以下
◦運賃等相当額を支給
運賃等相当額が61,001円以上
◦相当額－61,000円÷2+61,000円を支
給
(上限額なし)
(自動車等利用者)
2㎞～ 80㎞2,200円～ 43,100円
(上限額43,100円)

管理職手当
支給額
◦課長×7％
◦主幹×6％

退 職 手 当

（支給率）	 自己都合	 勧奨・定年
勤続20年	 23.5月分	 30.55月分
勤続25年	 33.5月分	 41.34月分
勤続35年	 47.5月分	 59.28月分
最高限度額	 59.28月分	 59.28月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2％～ 20％加算）

職務手当の内容

 職員の福利及び利益の保護の状況

区　分 受診者数

定期健康診査 69人

人間ドック 22人

 表３－５　勤務時間の状況等

１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

38時間45分 8:30 17:15 12：00 ～ 13：00
土曜日
及び

日曜日

 表３－６　年次有給休暇取得等

総付与日数
A

総取得日数
　B

全対象
職員数
　C

平均
取得率
　B/C

消化率B/A

3,747日 847日 96人 8.8日 22.6%
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の
の
、
校
庭
が
十
分
に
使
え
な
か

っ
た
り
す
る
な
ど
子
ど
も
た
ち
の

心
の
傷
跡
は
大
き
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

提
言
書
で
は
、
委
員
会
の
考
え

方
を
ま
と
め
て
お
り
、
特
に
改
築

し
た
小
学
校
の
建
設
場
所
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
安
全
性
、

費
用
の
面
な
ど
も
勘
案
し「
現
在

地
と
す
る
」と
い
う
意
見
と
な
り

ま
し
た
。　

　

提
言
書
を
受
け
取
っ
た
遠
藤
町

長
は「
報
告
書
を
最
大
限
考
慮
し

て
一
刻
も
早
く
基
本
設
計
を
行
い

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
、
提
言
書
の
内

容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
議
会
や
庁

内
で
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

早
期
改
築
に
取
り
掛
か
れ
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

11月10日（木）鏡石町立第一小学
校校舎改築検討委員会から、改築
計画の基本的な考え方の最終報告
書が遠藤町長へ提出されました。

鏡石町立第一小学校
改築に係る提言書

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

大
き
な
被
害
を
受
け
た
第
一
小
学

校
校
舎
の
改
築
に
向
け
た
基
本
的

な
考
え
方
を
検
討
す
る
た
め
、
公

募
や
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
、「
鏡
石
町
立
第
一
小
学
校
改

築
検
討
委
員
会（
林
実
委
員
長
）」

で
は
、
９
月
か
ら
４
回
に
わ
た
り

協
議
を
重
ね
、
下
記
の
４
点
に
つ

い
て
の
提
言
書
が
遠
藤
町
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
小
学
校
は
建
設
か
ら
40
年

余
り
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
耐
震
診
断
を
は
じ
め
、
耐
力
度

調
査
を
実
施
し
早
期
の
改
築
に
向

け
て
検
討
を
始
め
る
時
期
に
来
て

い
た
矢
先
に
今
回
の
大
震
災
で
大

き
な
被
害
に
遭
い
、
専
門
家
の
調

査
に
よ
り「
改
築
が
妥
当
」と
の
診

断
が
下
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
は
、
年
度
末
と
い
う

節
目
の
時
期
に
休
校
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
新
年
度
か
ら
は
第
二
小
学

校
の
空
き
教
室
や
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
で
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
学
期
か
ら
は
、
元
の
校
舎
の

敷
地
へ
仮
設
校
舎
が
設
置
さ
れ
、

通
学
の
不
便
さ
は
解
消
さ
れ
た
も

火曜から金曜の午前９時から午後４時まで総合相談室を開設しています総合相談室開設 町税務町民課では、毎週日曜日午前８時30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています役場窓口日曜日開設

改
築
場
所
は
同
じ
場
所
を
希
望

震
災
に
よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

改
築
検
討
委
員
会
に
よ
る
提
言
書

▲林検討委員長から提言書を受け取る
遠藤町長

▲プレハブ造りの仮設校舎、一刻も早い本校舎
　の建設が望まれます

▲震災前の第一小学校校舎

　

冬
に
な
る
と
水
道
が
凍
結
し
や

す
く
な
り
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

凍
結
し
や
す
い
場
所
に
は
、
保
温

材
を
取
り
付
け
る
な
ど
早
め
の
防

寒
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▪
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
要
注
意

◦
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ

◦
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

◦
北
向
き
で
日
の
当
た
ら
な
い
と

こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

▪
水
道
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

◦
水
道
管
や
蛇
口
の
部
分
に
保
温

材
を
取
り
付
け
る
。

◦
水
道
管
の
水
抜
き
を
す
る
。

◦
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
保
温

を
す
る
。

▪
水
道
が
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と

き
は

◦
自
然
に
と
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が
ら
と
か
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▪
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

◦
慌
て
ず
に
水
抜
き
栓
で
水
を
止

め
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
水
抜
き
栓
の
あ
る
場
所
は
前
も

っ
て
確
認
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

メ
ー
タ
ー
が
破
裂
し
た
と
き
は
、

上
下
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
☎
62
─
２
３
４
８
・

62
─
２
１
１
９

▪
除
雪
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

都
市
建
設
課
で
は
、
町
道
に
、

新
雪
で
15
㎝
程
度
、
圧
雪
で
10
㎝

程
度
の
積
雪
が
あ
れ
ば
除
雪
を
行

い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
は
、
町
内
建
設
業
者

に
委
託
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
す

べ
て
の
路
線
を
除
雪
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
バ
ス
路
線
や
通
学

路
を
優
先
的
に
除
雪
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
積
雪
の
状
況
、
天
候
な

ど
に
よ
り
除
雪
作
業
の
進
行
が
変

動
し
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

特
に
今
年
は
震
災
の
影
響
で
道

路
状
況
が
不
安
定
な
た
め
、
雪
道

を
通
行
す
る
際
は
、
十
分
注
意
し

て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
除
雪
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
、
皆
さ
ん
に
は
次
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦
路
上
駐
車
や
は
み
出
し
駐
車
、

自
転
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
放
置
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
道
路
に
は
み
だ
し
て
い
る
生
け

垣
や
庭
木
の
枝
は
、
せ
ん
定
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦
除
雪
作
業
後
、
家
庭
の
入
り
口
な

ど
に
雪
が
残
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
残
雪
処
理
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
道
の
除
雪
は
、
須
賀

川
土
木
事
務
所（
☎
75
―
３
１
９

６
）が
担
当
し
て
い
ま
す
。
国
道

４
号
線
は
、
郡
山
国
道
維
持
出
張

所（
☎
０
２
４
―
９
３
２
―
４
４

８
６
）が
担
当
で
す
。

都
市
建
設
課
☎
62
─
２
１
１
６

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

　

11
月
８
日
、
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
た「
赤
十
字
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」に
お
い
て
、

鏡
石
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
設
立
20

周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
伴
い
、
日

本
赤
十
字
社
よ
り
金
色
有
功
章
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
と
は
、
赤
十
字

の
博
愛
人
道
の
精
神
に
基
づ
き
、

明
る
い
住
み
よ
い
社
会
を
き
ず
き

あ
げ
て
い
く
た
め
に
必
要

な
実
際
的
事
業
に
奉
仕
す

る
団
体
で
す
。
奉
仕
団

は
、
身
近
な
社
会
の
た
め

に
奉
仕
し
よ
う
と
す
る
、

地
域
の
有
志
の
皆
さ
ん
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鏡
石
町
赤
十
字
奉
仕
団
で
も
、

毎
年
、
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
協
力
や

健
康
教
室
の
開
催
、
ま
た
、
各
種

募
金
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度

は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

避
難
所
で
の
炊
き
出
し
へ
の
協
力

を
行
い
ま
し
た
。

　

鏡
石
町
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
奉
仕
団
員
の
信
条
を

モ
ッ
ト
ー
に
身
近
な
人
々
の
お
役

に
た
て
れ
ば
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

鏡
石
町
赤
十
字
奉
仕
団
が
金
色
有
功
章
を
受
章

鏡石町赤十字奉仕団

凍結から

水道管を

守りましょう

雪への
　心構えを

日赤奉仕団員の信条
◦全ての人々の幸せを願い、陰の力となって人々に奉仕する 

◦常に工夫して、人々の為により良い奉仕が出来るよう努める

◦身近な奉仕を広げ、全ての人々と手をつないで、世界の平和
に尽くす 

遠藤町長へ受章報告のため訪れた町赤十字奉仕
団の鈴木輝子委員長

　地球環境に配慮した「エコ機能」を取り入れた学校であ
り、ユニバーサルデザイン、鉄筋コンクリートの強さと木
を豊富に使った人に優しい壁と床面を設置することなどの意
見が出されました。
　また、地域との交流ができるような多目的スペースの
設置、特別支援学級の位置の配慮や、放課後児童クラブ
や児童館の併設など、子育て支援対策の充実を図ること。
校舎の配置についても、校庭の西側に国道４号が縦断し
ているため、「騒音」が心配されることから騒音対策を講
じる事など環境への不安解消への意見も出されました。

Ⅲ　校舎の機能及び配置等について

　仮設校舎での授業という不自由な状態をできるだけ早期
に解消し、子供たちに良好な教育環境の下で授業を受けさ
せることが急務であることから、第一小学校校舎の建設位
置は「現在地とする」ことが大多数の意見でした。
　また、改築の際には、既設の体育館等と効率的かつ有機
的に連携するとともに、体育館は、災害時の避難所でもあ
ることから、給食室が隣接するなど、校舎の配置に工夫し
た校舎建設を望む意見も多く出されました。

Ⅰ　校舎建設の位置について

　今回の東日本大震災を経験し、児童がより安全であるこ
とを第一として、鉄筋コンクリート２階建ての校舎（校舎敷
地の関係から特別教室・多目的ホール・給食室等は３階建
ても可）を基本として、内部には、木の温かさが感じられる
よう木材を豊富に使用した校舎とするなどの意見が多く出
されました。

Ⅱ　校舎主体構造・階層等について ①校庭の一角にある「忠霊塔」を移転することで、校庭が
広く利用できるため、この際、「忠霊塔を移転すべきであ
る」との意見について、検討委員会の総意として要望する。
②授業参観などで駐車場が狭いため、駐車場の設置につ
いて検討してほしい。
③和式トイレより洋式トイレの設置を望む。
④緊急時の一斉メール配信のできるシステムの採用

Ⅳ　その他

提言書の主な内容
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食
事
で
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

　

塩
分
を
摂
り
す
ぎ
る
と
体
に
い

ろ
い
ろ
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。

①
喉
が
渇
く　
体
内
の
塩
分
濃
度

を
薄
め
る
た
め
に
水
分
が
必
要
な

の
で
喉
が
渇
き
ま
す
。

②
血
圧
が
上
が
る　
血
液
な
ど
に

水
分
を
多
く
取
り
込
む
た
め
血
液

量
が
増
え
て
血
圧
が
高
く
な
り
ま

す
。

③
む
く
み　
水
分
が
溜
ま
っ
て
細

胞
か
ら
あ
ふ
れ
る
と
む
く
み
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
外
気
が
冷

た
く
な
る
と
血
管
が
収
縮
し
、
血

圧
が
上
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
事
中
の
塩
分
を
控
え
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

《
材
料
》　
２
人
分

◦
パ
ス
タ
２
人
前　

◦
キ
ャ
ベ
ツ

２
枚　

◦
人
参
40
ｇ　

◦
豚
肉
50

ｇ　

◦
に
ん
に
く
１
片　

◦
黒
こ

し
ょ
う
適
宜　

◦
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
大
さ
じ
１　

◦
カ
レ
ー
粉
小
さ

じ
１

《
作
り
方
》

①
キ
ャ
ベ
ツ
と
豚
肉
は
一
口
大
、

人
参
は
短
冊
切
り
に
し
ま
す
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ

ル
を
熱
し
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
に
ん

に
く
と
具
材
を
炒
め
ま
す
。

③
パ
ス
タ
は
塩
な
し
で
茹
で
、
具

材
と
合
わ
せ
て
炒
め
ま
す
。

④
カ
レ
ー
粉
と
黒
こ
し
ょ
う
で
味

付
け
し
ま
す
。

《
健
康
な
成
人
の
１
日
の
食
塩
摂

取
量
》　

　

男
性　

10
ｇ
未
満　

　

女
性　

８
ｇ
未
満

月・水・金曜日の午前10時から午後４時まで町保健センターで開いていますつどいの広場は

今月の
健康メニュー

「
無
塩
カ
レ
ー
パ
ス
タ
」

燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください総合相談室開設 ごみは分別を 

▲本格的な演奏や歌を前に集まったみなさんから大きな拍手が贈られました

　10月29日（土）・30日（日）、11月５日（土）・６日（日）
町公民館で毎年恒例の秋の文化祭が行われました。
　29・30日は幼児から高齢者までの書道や絵画、盆栽な
どの幅広い作品896作品が展示され、会場を訪れた皆さん
の感嘆の声を誘っていました。
　続いて11月５・６日に開催された発表会では、19の各団
体から参加した約150名の皆さんの日ごろの練習の成果が
披露されました。発表では、きらびやかな衣装を身にまと
い、少々緊張した面持ちでステージに立った皆さんは、自
慢ののどや演奏で集まった皆さんを楽しませていました。

＝鏡石町秋の文化祭＝

ごろの成果をお披露目日

▲町長へ受章の報告へ訪れた滝口さん（83歳）は、今後も調査
を続けていきたいと元気に語ってくれました

　11月９日（水）福島市の杉妻会館で行われた平成23年度福島
県統計功労者表彰式で滝口芳信さん（成田）が総務大臣表彰を受
章されました。
　滝口さんは、昭和30年から通算11回の国勢調査に従事してお
り、その永年の貢献が認められ、今回、表彰の栄に浴されました。
　滝口さんは国勢調査の他に、昭和28年から町の統計調査員と
して人口統計調査など数々の統計調査に従事してこられ、昨年
の国勢調査でも成田区の調査にあたりました。「地元の皆さんの
理解と協力があってここまで調査に従事する事が出来ました」と
述べられ、調査は人の結びつきが大事だと仰っていました。

＝統計調査員総務大臣表彰＝

年の貢献で表彰永

＝鏡石中学校野球部県大会優勝＝

長戦を制して見事優勝延

　11月３日（木）に第18回県中学校新人野球大会の決勝が
いわき平球場で行われました。決勝まで勝ち進んだ鏡石中
学校野球部は、無死満塁からのタイブレークで行われた延
長８回にサヨナラ勝ちで優勝を果たし、福島県代表として
東北大会への出場を決めました。
　中学校では、大会前には校庭の表土除去のため、グラウ
ンドが使用できない状況でしたが、町が鳥見山球場を開放
し、そこで練習を行うなど、普段と違う状況でも部員が一
丸となって今回の勝利を勝ち取りました。
　今後も鏡中野球部の活躍が期待されます。

▲優勝旗を手に勝利を報告に来庁。訪れた選手ら（左：先﨑正史選手、
中：大竹哲矢選手、右：渡辺秋也選手）は力強く今後の躍進を誓いました

　町商工会女性部（仲沼登美子部長）は、11月12日（土）に
鏡石駅周辺や特別養護老人ホーム鏡石ホームでパンジーや
葉ボタンなど約550株の定植ボランティアを行いました。
　女性部では、毎年ボランティアで定植活動を行っている
そうです。
　今年も部員約15名で町の玄関口である駅や特老鏡石ホ
ームの花壇に、訪れる人々の心を癒すような花々をきれい
に定植していました。

＝町商工会女性部定植ボランティア＝

に癒しの空間を町

▲部員の皆さんは忙しい仕事の合間を縫って、訪れる人が少しでも
　心が安らげばと活動を実施したそうです

　町老人クラブ連合会（会長 小抜三吉）では、会員の減少・高齢
化対策の一環として「若手委員会（委員長 鈴木豊定）」を発足しま
した。その第１回目の事業として、これまでの老人クラブ事業
には無かった内容を取り入れた「ダーツ入門講座」を10月29日

（土）に開催しました。
　大橋一雄講師（福祉ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝﾈｯﾄﾜｰｸinふくしま）から指導を受
け、ダーツを体験した皆さんは「緊張してなかなか思いどおりに
いかない」と言いつつ、「初めてやって大変楽しかった」「地域で
の集まりの時にぜひ皆でやりたい」と大好評でした。
　委員会では、今後も料理教室やビリヤード入門講座を開催し
ていく予定だそうです。

＝ダーツ入門講座＝

しい趣味にいかがでしょう新

▲なれないダーツに四苦八苦しながら、的にあたるように
なるとゲームの醍醐味にハマってしまっているようでした

ま ち の 話 題

フォトアルバムま ち の 話 フ題
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広　　　告

　所得申告の時期が近くなりました。今から準備を！
☆農家、商店の経営者、法人、年金受給者の方々の記帳及
び決算書作成代行を承ります。
☆農地など土地名義変更、相続、遺言、登記手続、借金返
済の悩み‥などなどご相談ください。

〈行政書士〉　須藤　勝（元　町役場職員）
〈住　　所〉　鏡石町不時沼２９４
〈Ｔ Ｅ Ｌ〉　６２－３３８１

須藤勝行政事務所

Ｑ：農業を継ごうと思ったきっかけは？
　昔から両親を見ていて、なんとなく継ごうとは思ってい
ましたが、学生の時にスーパーの米と自宅の米を食べ比べ
たときに、こんなにうまい米を親父たちは作っていたのか
と感激したのがきっかけといえばきっかけです。
Ｑ：仕事で大変なことは？
　現在就農３年目ですが、機械の扱いに苦労する部分があ
り、注意を受ける事もあります。なので、迷惑をかけてい
る分、収穫期のもみすり時期には、3時には作業を始められ
るように頑張って起きています。
Ｑ：水を大切にする農法をしていると聞きましたが？
　水の入れ替えを一度しかやらずに代かきをやっています。
そうすると、田んぼに引き込む水の節約にもなりますし、
周りの環境にもいいんです。それに作業効率も上がるんで
すよ。
Ｑ：仕事の合間には何をしていますか？
　最近ゴルフを独学で始めました。家のすぐ近くの練習場
で打ちっぱなしに何度か行っています。ボールがうまく飛
ぶと気持ちいいですね。
Ｑ：これから先どんな農家を目指していますか？
　まだ、漠然としかイメージできていませんが、将来はコ
メ栽培だけでなく、米粉の活用や自家栽培の野菜なども使
って加工業もやってみたいと思っています。

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場
のホープをご紹介ください。
問合せ先：町総務課（☎62－2111）

　今月は、家族で環
境に配慮したコメ栽
培を行う和田守央さ
んにお話を伺いまし
た。

お名前
和 田 守 央さん（26)

お勤め先
自宅コメ農家
業種　農業

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

　肺炎は日本人の死亡率の第４位です。75歳を超
えてから肺炎による死亡率は男女ともに急激に増加
します。肺炎の約半数が肺炎球菌によるものといわ
れています。肺炎球菌による肺炎を予防するには、
予防接種が有効です。（約80％は予防できると考え
られています。）
　肺炎球菌ワクチンは、通常５年程度有効と考えら
れています。
　なお、再接種については、接種部位が腫れるなど
の副反応が強く出ることから、前回接種から十分な
間隔をあける必要があります。（特に、５年以内に
再接種すると、副反応が起きやすいことが報告され
ています）
▪対象者　福島県内に住所を有する方で、70歳以
上の方。
（震災時に福島県に住所を有していた方を含む平成
24年3月31日までに70歳以上になる方。ただし一
部市町村にお住まいの方は除きます）
▪費用　無料（日本赤十字社の支援活動）
▪期間　平成24年３月31日まで（平成23年度のみ
の助成です）ただし、接種予定数（約19万人分）に達
し次第終了いたします。
　接種できる医療機関は下記にお問い合わせくださ
い。
▪問合せ先　健康福祉課　☎62－2115

肺炎球菌ワクチンで
高齢者の肺炎予防

広　　　告

　

11
月
４
日（
金
）町
立
第
一
小
学

校
体
育
館
で
、
童
謡「
さ
っ
ち
ゃ

ん
」や「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」

な
ど
の
作
曲
を
手
が
け
、
日
本
を

代
表
す
る
作
曲
家
大
中
恩め

ぐ
み

さ
ん
と

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
北
原
聖
子
さ
ん
か

ら
鏡
石
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

歌
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
中
さ
ん
の
奥
様
北
原
さ
ん
は

一
小
の
卒
業
生
で
、
当
初
は
音
楽

鑑
賞
会
を
予
定
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
大
震
災
が
発
生

し
、
現
地
を
訪
れ
た
大
中
さ
ん

は
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
一
生
懸
命

勉
強
す
る
子
供
た
ち
を
見
て
歌
を

贈
る
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。

たばこ税は貴重な町の財源ですたばこの購入は鏡石町で我が家のアイドル（就園前まで）の写真を広報に載せてみませんか。　問い合せ先：町総務課我が家のアイドル写真募集

～ 70歳以上の方は 
無料でワクチン接種を受けられます～

　

こ
の
歌
は
、
震
災
や
原
発
で
大

変
な
思
い
を
し
て
い
る
子
供
た
ち

に
、
未
来
は
き
っ
と
素
晴
ら
し
い

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会

で
は
、
期
間
中
、
上
記
３
点
を
運

動
の
重
点
に
、
年
末
年
始
の
事
故

が
多
発
す
る
時
期
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、

各
種
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

運
動
で
は
、
須
賀
川
警
察
署
と

連
携
し
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
各

飲
食
店
や
町
民
へ
呼
び
か
け
た

り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
や
夕

暮
れ
時
、
夜
間
の
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
全
域
で
高
齢
者
の

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け

て
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
外

出
時
に
は
、
車
か
ら
発
見
さ
れ
や

す
い
服
装
や
反
射
材
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
町
で
は
、
歩
行
者
用
の

夜
光
反
射
材
を
無
料
で
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
務
課
☎
62
︱
２
１
１
１

鏡
石
の
こ
ど
も
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
曲　
大
中　
恩　
／
　
作
詞　
山
岸　
千
代
栄

　
　
　
　
　
　
　
（
各
句
の
頭
文
字
を
つ
な
げ
る
と
も
う
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
）

○た 

の
し
い
と
き
も

○く 

る
し
い
と
き
も

○ま 

け
な
い
で 

チ
ャ
レ
ン
ジ

○し 

だ
れ
ざ
く
ら
に 

は
げ
ま
さ
れ

○く 

や
し
さ 

か
な
し
み
の
り
こ
え
て

○や 

り
と
げ
る 

僕
た
ち
私
た
ち

○さ 

わ
や
か
に 

ひ
び
き
あ
う
ウ
タ

○し 

っ
か
り
と 

と
ど
け
よ
う 

あ
り
が
と
う

○い 

つ
ま
で
も 

明
日
を
信
じ
て
歌
お
う

○か 

が
や
く
え
が
お

○が 

ん
ば
る
な
か
ま

○み 

あ
げ
れ
ば 

あ
お
ぞ
ら

○い 

わ
せ
ま
き
ば
に 

朝
が
来
て

○し 

あ
わ
せ
あ
ふ
れ
る
鏡
石

○の 

び
の
び
と 

僕
た
ち
私
た
ち

○こ 

こ
ろ
を
む
ず
び
あ
う
ウ
タ

○ど 

こ
ま
で
も 

と
ど
け
よ
う 

あ
り
が
と
う

○も 

う
一
度 

明
日
を
信
じ
て
歌
お
う

 

◎
問
合
わ
せ
先

　
こ
の
時
期
は
、
交
通
量
が
増
大
し
、
ま
た
飲
酒
す
る
機
会
も

増
え
る
季
節
で
す
。
町
の
関
係
団
体
で
は
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
０
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

も
の
で
、
こ
の
歌
が
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
将
来
、
ふ
る
さ
と
の
歌

と
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を

込
め
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
作

詞
を
さ
れ
た
山
岸
さ
ん
は「
表
現

者
と
し
て
、
震
災
に
対
し
て
何
も

で
き
な
い
無
力
感
を
感
じ
て
い
た

時
に
こ
の
お
話
を
頂
い
て
、
本
当

に
う
れ
し
か
っ
た
」と
仰
っ
て
い

ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
大
中
さ
ん
の
指

揮
で
新
し
い
鏡
石
の
ふ
る
さ
と
の

歌
を
歌
い
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

作曲家　
大中恩さんから
鏡石の子どもたちへ

歌の贈り物
♪♪

├

┐ ├

▲実家が1小のすぐそばという北原さん
のご厚意で今回の企画が進められました

▲大中恩さん（右）、詩人の山岸千代栄さ
ん（左）のお二人が10数回の推敲を重ね、
町の子どもたちのために作られました

飲
む
前
に 

必
ず
確
保 

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
～
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
～

◎すべての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい　着用の徹底 ◎夕暮れ時と夜間の交通事故防止

◎飲酒運転の根絶

運
動
期
間　
平
成
23
年
12
月
10
日
～
平
成
24
年
１
月
７
日

運動の重点
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町
で
は
、
平
成
24
年
の
新
春
を

飾
る
年
賀
交
歓
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◦
日
時　

平
成
24
年
１
月
４
日

（
水
）午
後
４
時
～

◦
場
所　
鏡
石
舘（
本
町
３
２
５
）

◦
会
費　
２
千
円

◦
申
込
期
限　
12
月
14
日（
木
）

◦
申
込
方
法　
会
費
を
添
え
て
町

総
務
課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
務
課　

☎
62
︱
２
１
１
１

　

県
内
で
は
、
輸
血
に
必
要
な
血

ご
説
明
し
ま
す
。

福
島
県
県
中
農
林
事
務
所
企
画
部

☎
０
２
４
︱
９
３
５
︱
１
５
１
０

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年「
１
月

１
日
」を
基
準
日
と
し
て
、
土
地

や
家
屋
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　

平
成
23
年
12
月
31
日
ま
で
に
取

り
壊
し
た
家
屋（
住
宅
、
倉
庫
、

作
業
所
な
ど
）に
つ
い
て
は
、『
家

屋
滅
失
届
』を
提
出
す
る
こ
と
で

平
成
24
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
平
成
24
年
２

月
29
日
ま
で
に
税
務
町
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
町
民
課　

☎
62
︱
２
１
１
４

　

個
人
事
業
税
と
は
、
個
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。

　

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、
今

年
度
に
つ
い
て
は
東
日
本
大
震
災

液
が
慢
性
的
に
不
足
し
て
お
り
、

献
血
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
血
液
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血
を

行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◦
日
時　
12
月
19
日（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◦
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◦
献
血
の
種
類　
４
０
０
㎖
、

２
０
０
㎖

◦
献
血
で
き
る
方　
　

採
血
基
準

表
の
と
お
り
で
す
。（
表
１
）

　

な
お
、
当
日
の
問
診
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課　

☎
62
︱
２
１
１
５

義
援
金
篤
志
者

◦
ア
イ
カ
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長　

小
野
勇
治

◦
熊
田
政
克

に
伴
う
納
期
限
の
延
長
措
置
に
よ

り
、
課
税
が
延
長
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
期
限
延
長
の
解
除
に

伴
い
、
今
年
度
の
納
期
限
が
第
１

期
分
は
平
成
24
年
１
月
４
日
、
第

２
期
分
が
２
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

　

課
税
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、

12
月
上
旬
に
県
中
地
方
振
興
局
県

税
部
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機

関
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
︱
９
３
５
︱
１
２
５
１

　

広
報
か
が
み
い
し
平
成
23
年
11

月
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
間
違
い
の
な
い
正
確
な

広
報
づ
く
り
を
目
指
し
、
更
な
る

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
訂
正
箇
所

◦
12
ペ
ー
ジ 

我
が
家
の
ア
イ
ド
ル

誤「
や
ぎ
れ
い
な
」

正「
や
ぎ
え
れ
な
」

　
総
務
課　

☎
62
︱
２
１
１
１

が
あ
り
ま
す
の
で
開
館
時
に
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館　

☎
62
︱
１
２
８
８

　

今
回
の
原
発
事
故
に
係
る
農
産

物
の
損
害
賠
償
請
求
に
関
し
、
東

京
電
力
に
よ
る
説
明
・
相
談
会
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

◦
対
象
者
　
今
回
の
原
発
事
故
に

よ
り
被
害
を
被
ら
れ
た
農
林
業
者

（
団
体
）で
、
東
京
電
力
へ
直
接
損

害
賠
償
請
求
書
の
提
出
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方（
団
体
）

※
Ｊ
Ａ（
農
協
）を
通
し
て
請
求
済

み（
予
定
）の
方
に
つ
い
て
は
対
象

外
で
す
。

◦
日
時
・
場
所　
12
月
20
日（
火
）

▼
個
別
相
談　
午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
７
時
30
分
ま
で

▼
全
体
説
明　
午
後
１
時
30
分
か

ら
午
後
２
時

◦
会
場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◦
そ
の
他

　

参
加
に
際
し
事
前
連
絡
・
予
約

は
不
要
で
す
。

　

全
体
説
明
で
は
、
書
類
の
記
載

方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

都
合
に
よ
り
全
体
説
明
に
参
加
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
個
別
に

戸籍の窓
10月受付分

（23. 10. 31 現在）

 火　災 ７件　（７）
 救　急 559 件　（524）
 水　害 22 件　（29）

（　）は前年同期の件数

「消したかな」あなたをまもる合言葉
（全国統一標語）

（23. 11. 1 現在）

 12,706人 （４）

 6,203 人 （３）

 3,503 人 （１）

 4,125 世帯 （－６）

（　）は前月との比較

◦固定資産税	（３期）
◦国民健康保険税	（６期）
◦上下水道使用料	
　　（10・11月分）
◦介護保険料	（６期）
◦後期高齢者医療保険料

（５期）
の納期限は12月 26日（月）です。

（23. 10. 31 現在）

 件　数 54件 （53）
 死　者 １人 （０）
 傷　者 66人 （65）

（　）は前年同期の件数

〜死亡事故０日数　118日〜

	 地区	 花むこさん	 花よめさん

笠　石	 小 松 英 明	（幸田）香　奈	

笠　石	 村 田 健 志 	（遠藤）李恵子	

鏡　田	 小 林 　 晃	（佐藤）　瞳　

お　い　わ　い

	 地区	 赤ちゃん	 お父さん	 お母さん
久来石	 菊 地 優 花	 一稔	 早希
笠　石	 佐 藤 稜 空	 健一	 多恵子
笠　石	 根 本 祈 璃	 聡	 麻里江
鏡石１	 佐 藤 璃 朋	 克俊	 幸恵
鏡石３	 藤田　　怜	 雄紀	 久美
鏡石４	 後 藤 芽 生	 進也	 郁恵
鏡石４	 安 藤 り る	 利幸	 枝里子
鏡　田	 今 泉 翔 太	 興一郎	 陽子
高久田	 矢 部 一 馬	 慎也	 まり

よ　ろ　こ　び

人口と世帯数交 通 事 故火災・救急事故

▪
読
み
聞
か
せ
会

◦
日
時　
12
月
17
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

◦
話
し
手　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　
「
あ
ゆ
み
ら
い
」

◦
内
容　
絵
本『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
が
か
ぜ
ひ
い
た
！
』ほ
か

▪
み
ん
な
の
造
形
教
室

◦
日
時　
12
月
18
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

◦
内
容　
立
体
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
づ
く
り（
３
種
類
）

テ
ー
マ『
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
』

『
く
ま
の
サ
ン
タ
』、『
お
し
ゃ
べ

り
雪
だ
る
ま
』

◦
講
師　
菊
地　

清　

先
生

◦
持
っ
て
く
る
も
の

　

ハ
サ
ミ
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、

ボ
ン
ド

◦
定
員　
15
名

◦
参
加
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

◦
日
時　
12
月
21
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

◦
内
容　

引
き
抜
き
変
身
シ
ア

タ
ー
『
２
ひ
き
の
カ
メ
レ
オ
ン
』、

手
遊
び
、
工
作（
こ
ろ
こ
ろ
コ
リ

ン
ト
ゲ
ー
ム
）

◦
対
象
者　
就
園
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
の
方

▪
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

12
月
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ー
マ
は

『
料
理
＆
お
菓
子
作
り
』で
す
。

　

ご
家
庭
で
レ
ス
ト
ラ
ン
気
分
が

味
わ
え
る
料
理
や
デ
ザ
ー
ト
作
り

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
考

に
な
る
レ
シ
ピ
本
を
多
数
展
示
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん

向
け
に『
冬
休
み
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
本
』の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
年
末
年
始
の
休
館

　
12
月
29
日（
木
）
～
１
月
４
日

（
水
）（
館
内
整
理
日
）ま
で
休
館
い

た
し
ま
す
。

　
閉
館
中
の
図
書
の
返
却
は
玄
関

わ
き
の
返
却
ポ
ス
ト
で
お
受
け
し

ま
す
。

　
な
お
、
ビ
デ
オ
な
ど
は
返
却
ポ

ス
ト
に
入
れ
る
と
、
壊
れ
る
恐
れ

図
書
館
だ
よ
り

建
物
取
り
壊
し
の
届
出
を

忘
れ
ず
に
！

個
人
事
業
税
の
納
期
の
お

知
ら
せ

平
成
24
年
年
賀
交
歓
会
の

お
知
ら
せ

暮らしの情報　information

下記の金融機関での口座振
替が便利です。	

すかがわ岩瀬農協鏡石支店・
須賀川信用金庫各店	・東邦
銀行各店・大東銀行須賀川
支店・鏡石郵便局・福島県
商工信用組合鏡石支店	

12 月の納税

	地区	 氏　名	 年齢
笠　石	 飛　澤　明　雄	 63
笠　石	 古　川　光　男	 69
笠　石	 星　　　　　進	 85
鏡石１	 面　川　葊　見	 54
鏡石１	 佐久間　政　雄	 87
鏡石２	 小　林　喜久子	 80
鏡石４	 真　船　義　行	 62
鏡石４	 長谷川　ナ　ミ	 98
鏡　田	 人　見　タ　イ	 98
高久田	 味　戸　隼　人	 73
成　田	 根　本　三　　	 83

か　な　し　み

この欄への掲載を希望しない方は、届出の
際にお知らせください。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

農
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

お
詫
び
と
訂
正

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◦
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ

◦
鈴
木
政
雄（
北
条
た
か
し
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）

ふ
る
さ
と
納
税

◦
ハ
シ
コ
―
運
輸
㈱

◦
富
山
市
八
尾
町
ふ
る
さ
と
キ
ャ

ラ
バ
ン
21
代
表
山
口
武
雄

◦
菊
間
久
乃

◦
手
作
り
趣
味
の
会

※
敬
称
略
。
11
月
号
広
報
誌
発
行

後
よ
り
12
月
号
発
行
時
現
在
の
ご

芳
名
に
な
り
ま
す
。

 

◎
問
合
わ
せ
先

種類
項目

全血献血

400㎖ 200㎖

年　齢 男性　17歳～ 69歳※
女性　18歳～ 69歳※ 16～ 69歳※

体　重 男女とも　50㎏以上 男性45㎏以上

（表１）　採血基準表

※65歳以上の献血は、過去５年間で献血経験のある
方に限る
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▲鳥見山陸上競技場の中継所にはチー
ムを応援する横断幕、各地で選手たち
にあたたかい応援が寄せられました

　

今
大
会
で
は
、
町
出
身
で
自
衛

隊
に
勤
務
す
る
諸
橋
健
司
さ
ん
、

今
泉
宏
さ
ん
、
星
伸
宏
さ
ん
、
井

上
寿
弥
さ
ん
、
斎
藤
一
樹
さ
ん
ら

５
名
が「
ふ
る
さ
と
選
手
」と
し
て

チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

自
衛
隊
の
皆
さ
ん
は
、
大
震
災

以
降
、
原
発
周
辺
で
の
行
方
不
明

者
捜
索
活
動
、ま
た
、福
島
新
潟
豪

雨
災
害
に
お
い
て
も
、
被
災
地
で

の
復
旧
作
業
に
従
事
す
る
な
ど
、

国
民
の
た
め
の

活
動
に
従
事
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

被
災
地
の
一
番

悲
惨
な
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、

心
身
と
も
に
疲

弊
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
町
の
た
め
に
力
に

な
れ
れ
ば
と
、
業
務
の
合

間
を
縫
っ
て
大
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に

い
て
も
町
を
思
う
気
持
ち

は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
自
衛

隊
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
、

タ
ス
キ
に
込
め
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大会結果記録　
	５時間35分38
総合成績	 19位
町 の 部	 ６位

自衛隊で活躍する
　　　選手たちの思い

町の部６位入賞！第23回ふくしま駅伝

１区　栁沼志帆選手

13区　星伸宏選手

11区　正木静香選手

10区　
井上寿弥選手

12区
大波淳宏選手

５区
山本竜也選手

４区
圓谷幸太選手

広報かがみいしは、再生紙を使用しています。

　

第
23
回
市
町
村
対

抗
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会（
ふ
く
し
ま
駅

伝
）
は
11
月
20
日

（
日
）、
白
河
市
総
合

運
動
公
園
陸
上
競
技

場
か
ら
福
島
市
の
県

庁
前
ま
で
の
16
区
間
96
・
５
キ
ロ

の
コ
ー
ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

鏡
石
町
チ
ー
ム
は
、
１
区
で
町

の
部
の
先
頭
争
い
を
演
じ
る
な

ど
、
好
調
を
維
持
、
昨
年
を
上
回

る
、
町
の
部
６
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
を
巡
っ

て
は
、
原
発
事
故
の
影
響
な
ど
か

ら
開
催
を
危
ぶ
む
声
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
会
を
通
し
て

福
島
を
元
気
に
、
と
の
思
い
で
各

被
災
市
町
村
を
含
め
49
市
町
村
が

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

鏡
石
町
チ
ー
ム
も
震
災
以
降
、

選
手
が
練
習
で
き
る
よ
う
な
環
境

で
は
な
く
、

十
分
な
練
習

が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
周
り

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
大
会

参
加
へ
向
け
て
練
習
を
続
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
、

町
の
み
ん
な
の
気
持
ち
を
背
負
い

タ
ス
キ
を
繋
ぐ
こ
と
で
、
恩
返
し

を
し
た
い
と
、
一
丸
と
な
っ
て
レ

ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
選
手
、
ま

た
大
会
に
合
わ
せ
て
帰
郷
し
て
く

れ
た
社
会
人
や
大
学
生
、
み
ん
な

が
力
を
合
わ
せ
て
目
標
に
向
か
っ

て
走
る
そ
の
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の

復
興
に
向
け
て
、
町
の
み
ん
な
に

勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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